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グ
リ
ム
保
育
園
で
は
、
消
防

隊
員
の
協
力
の
も
と
、
防
災
訓

練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の

日
は
、
消
化
実
技
訓
練
や
、
人

体
に
無
害
な
煙
を
使
っ
た
「
煙

体
験
」
を
し
ま
し
た
。

園
児
た
ち
は
、
訓
練
を
通
し

て
火
災
の
怖
さ
を
感
じ
た
様
子

で
し
た
。

万
一
の
災
害
に
備
え
て

■
県
統
計
大
会
で
表
彰

第
43
回
栃
木
県
統
計
大
会
が
２

月
８
日
、
栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
、
そ
の
席
上
で
、

若
松
健
一
郎
さ
ん
（
下
古
山
）
が

農
林
水
産
大
臣
表
彰
、
石
田
久
仁

子
さ
ん
（
大
光
寺
）
と
大
場
芳
丸

さ
ん
（
小
金
井
）
が
県
統
計
協
会

名
誉
会
長
表
彰
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

■
県
文
化
振
興
大
会
で
表
彰

栃
木
県
文
化
振
興
大
会
が
２
月

７
日
、
佐
野
市
文
化
会
館
で
行
わ

れ
、
下
野
市
在
住
の
作
家
、
水
樹

涼
子
さ
ん
が
文
化
奨
励
賞
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

水
樹
さ
ん
は
、
県
内
で
も
数
少

な
い
本
格
的
な
女
流
文
芸
家
と
し

て
活
躍
さ
れ
て
お
り
、
昨
年
、
国

分
寺
町
町
制
50
周
年
記
念
事
業
と

し
て
実
施
さ
れ
、
大
盛
況
を
博
し

た
音
楽
劇
「
古
代
史
フ
ァ
ン
タ
ジ

ー
　
虹
の
か
け
橋
」
で
も
台
本
を

書
か
れ
ま
し
た
。

■
空
手
道
大
会
で
入
賞

去
る
１
月
29
日
、
栃
木
県
空
手

道
交
流
試
合
が
栃
木
県
武
道
館
で

行
わ
れ
、
下
野
市
内
か
ら
出
場
し

た
次
の
７
名
の
選
手
が
、
見
事
入

賞
を
果
た
し
ま
し
た
。
〔
敬
称
略
〕

・
川
内
野

か

わ

ち

の

恭
介

き
ょ
う
す
け（
中
学
生
組
手
の
部
準
優
勝
）

・
上
野
　
大だ

い

（
一
般
型
の
部
優
勝
）

・
上
野
　
光ひ

か
り

（
小
学
５
・
６
年
型
の
部
準
優
勝

）

・
上
野
　
円ま

ど
か

（
小
学
２
・
３
年
型
の
部
優
勝
）

・
五
十
嵐
夏
穂

な
つ
ほ
（
小
学
２
・
３
年
型
の
部
第
３
位

）

・
菱
川

ひ
し
か
わ

雄
斗

ゆ
う
と
（
幼
年
組
手
の
部
優
勝
）

・
古
内

ふ
る
う
ち

健
太
郎

け
ん
た
ろ
う（
幼
年
型
の
部
優
勝
）

小学校にいちごを無料提供

南河内地区30戸のいちご農家からなる、JAうつのみ
や苺専門部会南河内支部（支部長高橋治芳氏）が、例
年の事業として、去る2月24日（金）「とちおとめ」37
ケース（148パック）を南河内地区の5つの小学校へ無
料提供しました。
今回各農家から提供されたいちごは、地元小学校の

給食用ということで特別にいちごの熟成を待って摘み
取ったものです。新鮮な地場産のいちごで、会話もは
ずみ、いつもよりおいしい給食になったことでしょう。

地域の名人が昔遊びを伝授

石橋小学校で、３年生の昔遊び体験活動が行われま
した。
この日指導をしてくれたのは、県のシルバー大学を

卒業された、石橋ボランティア協会のみなさん。
子どもたちは、お手玉やおはじき、めんこやベーゴ

マなどの体験のほか、空気鉄砲や飛行機などを工作す
るなど楽しいひとときを過ごし、昔遊びの楽しさや、
知恵のすばらしさを実感した様子でした。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す




